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１【提出理由】

2022年６月22日開催の当社第70回定時株主総会において決議事項が決議されましたので、金融商品取引法第24条の

５第４項および企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２の規定に基づき、本臨時報告書を提出す

るものであります。

 

２【報告内容】

(1) 株主総会が開催された年月日

2022年６月22日

 

(2) 決議事項の内容

第１号議案　定款一部変更の件

　「会社法の一部を改正する法律」（令和元年法律第70号）附則第１条ただし書きに規定する改正

規定が2022年９月１日に施行されることに伴い、株主総会資料の電子提供制度導入に備えるため、

当社定款の一部変更を実施する。

 
第２号議案　取締役15名選任の件

　　　　　　　取締役として、成田裕、若林宏、石川文保、土井明文、林田哲哉、伊藤正徳、平野晋、

　　　　　　今田正男、平野宏一、安田隆二、戸部直子、新保克芳、永沢裕美子、内藤学および

　　　　　　阿久津聡の15氏を選任する。
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(3) 当該決議事項に対する賛成、反対および棄権の意思の表示に係る議決権の数、当該決議事項が可決されるための

要件ならびに当該決議の結果

 

決議事項
賛成数
(個)

反対数
(個)

棄権数
(個)

可決要件
決議の結果
(賛成割合)

第１号議案 1,395,602 620 0 (注)１ 可決 (99.3%)

第２号議案    

(注)２

  

 成田　裕 1,268,349 132,354 165 可決 (90.0%)

 若林　宏 1,368,723 32,149 0 可決 (97.1%)

 石川　文保 1,368,741 32,131 0 可決 (97.1%)

 土井　明文 1,368,779 32,093 0 可決 (97.1%)

 林田　哲哉 1,360,400 40,472 0 可決 (96.5%)

　伊藤　正徳 1,368,760 32,112 0 可決 (97.1%)

 平野　晋 1,368,727 32,145 0 可決 (97.1%)

 今田　正男 1,368,751 32,121 0 可決 (97.1%)

 平野　宏一 1,368,786 32,086 0 可決 (97.1%)

 安田　隆二 1,081,619 319,247 0 可決 (76.7%)

 戸部　直子 1,383,839 17,034 0 可決 (98.2%)

 新保　克芳 1,342,447 58,425 0 可決 (95.2%)

 永沢　裕美子 1,383,711 17,162 0 可決 (98.2%)

 内藤　学 1,361,752 39,120 0 可決 (96.6%)

 阿久津　聡 1,385,412 15,462 0 可決 (98.3%)
 

(注)１. 議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、出席した当該株主の

　　　   議決権の３分の２以上の賛成による。

　　　２. 議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、出席した当該株主の

　　　   議決権の過半数の賛成による。

 

(4) 議決権の数に株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由

本総会前日までの事前行使分および当日出席の一部の株主から各議案の賛否に関して確認できたものを合計した

ことにより可決要件を満たし、会社法上適法に決議が成立したため、本総会当日出席の株主のうち、賛成、反対

および棄権の確認ができていない議決権数は加算しておりません。
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